
 

平成29年度第1回四国中央市男女共同参画審議会会議録 

 
 

 

１．開催日時  平成29年8月24日（木） 19時00分から20時40分 

 

 

２．場    所   四国中央市福祉会館 3階 会議室1   

 

 

３．出 席 者  （委員長）亀岡マリ子 （副委員長）山川昭典 

       （委 員）山下宏二、窪田幸子、内川眞千子、宮﨑恵 

三ツ井洋子、久門美紀子、鈴木秀明 

（敬称略） 

       （事務局）市民部長 塩田浩之、 市民交流課長 金崎佐和子 

            市民交流課女性政策係 星川美紀、水本依里 

 

 

４．傍 聴 者  なし 

 

 

５．会議内容  1．開会 

          委嘱状交付  

           自己紹介 

        2．審議事項 

         （1）四国中央市における男女共同参画行政の現状について 

         （2）平成29年度事業について 

（3）第2回四国中央市男女共同参画審議会について 

         （4）その他 

        3．閉会 

 

 

 

６．会議録   次頁のとおり 
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事務局 

 

新委員に対し、委嘱状交付 

委員の交代及び事務局の交代による自己紹介 

委員長あいさつ 

 

●審議事項（１）の現状と数値目標を事務局より説明 

 

説明後、質問を受け付けるが質問なし。 

                

●審議事項（１）の男女共同参画計画関連事業及び審議事項（2）を事務局より説明 

 

説明後、質問や感想が述べられた。 

 

託児の整備の回数について3回とあるが、実績または計画のどちらか。 

 

計画である。 

 

 川之江隣保館では在住外国人を対象に識字学級を実施している。その時も託児を整備し

ている。 

 

男女共同参画計画関連事業一覧の29年度実績又は計画の欄の「実施中」、「実施予定」、

「検討中」、「調査中」の表現の違いは何か。 

 

「実施中」は事業を現在行っている、「実施予定」は今年度に事業を実施するが時期がまだ

来ていない、「検討中」は今年度の事業の実施が不明である、「調査中」は事業実施に向けて

調査を行っているという意味合いである。 

 

平成28年度は高齢者はつらつ事業及び高齢者お元気事業が平成29年度から介護予防事

業10項目に変更になった理由を聞きたい。 

 

大きな理由は制度改正である。平成28年度実施していた2事業が今年度から介護予防事

業に統合され、現在当市では10項目の予防事業を実施している。 

 

防災対策事業について、数値目標は到達しているが、主な活動内容、男女共同参画によ

って良かったこと、変化したことや今後の課題等を教えてほしい。 

  

主な活動として小学校 PTA を対象に普通救命講習会を行っている。参加者から女性の視

点による指導で、とてもわかりやすかったとの感想があった。それが女性参画による変化だと

思われる。課題として、消防分野は男性が中心となることが多く、女性参画が進みにくいところ

ではあるが、女性消防団の結成を機に活躍の場を広げていきたい。 

  

防災分野では女性の活躍の場の拡大と合わせて、避難所の設営や配給物等、女性の視

点を活かすことも考えていただきたい。 

 

女性消防団の人数が増加することは良いことではあるが、現在活躍されている方が挫折す

るようなことはあってはならない。今後、女性消防団だけでなく消防分野に携わる女性職員の

増加も見込まれる。現在活躍されている女性消防団の課題や問題点に対するフォローを機会

があれば聞いてみたい。 

 

 審議会の意見を担当課に伝え、検討をお願いしたい。 
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自立支援教育訓練給付金支援事業及び、ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格

支援事業はいつごろから開始か。 

 

 自立支援教育訓練給付金支援事業は母子家庭を対象に以前から実施している。平成18年

度から父子家庭も対象となり、事業名の変更はあるが現在に至る。ひとり親家庭高等学校卒

業程度認定試験合格支援事業は平成28年度から開始している。 

  

事業の広報活動はどのようにしているのか。事業実績はどうか。 

 

今年度は市報7月号の行政フラッシュに掲載している。年1回程度、毎年7月頃掲載してい

る。毎年相談はあるが、要綱に該当する対象者はいないため実績無しである。  

 

要綱を見せてもらうことは可能か。 

 

可能だと思われる。 

 

ロールモデル冊子の取材対象は女性限定か。また市内在住者限定か。 

 

仕事や育児、地域で活躍している方で女性に限らず男性も対象である。市内に在住、在勤

の方を対象にしている。 

 

高校生対象セミナーは毎年川之江高校のみか。 

 

市内に高校が３校あるので順次年１回のペースで啓発セミナーを実施予定である。今年度

は別の高校に打診中である。 

 

まちづくり出前講座の男女共同参画に関する講座の実施回数が0回となっているが、これ

はどのように解釈したらよいか。 

  

まちづくり出前講座とは、行政全般にわたる講座から希望する講座について申し込みがあ

った場合、市の職員が出向き市政の情報を提供している。女性団体や各種団体の女性部か

らの申込みは多数あるが、男女共同参画を銘打っての講座の申込みがなかったため0回とな

っている。 

 

 若手男性職員の育児実習はどのようなことをしているのか。 

 

 市内乳児園で、保育や園内作業の手伝い、乳児とのふれあい等を行った。実施内容につ

いて市報にも掲載された。 

 

●四国中央市男女共同参画ネットワーク会議の設置に向けて事務局より説明 

 

続いて審議事項について事務局から説明後審議を行った。 

 

行政と市民の協働開催が望ましい。市民も加わることで周知につながる。 

 

参加団体の下調べが必要である。審議会は市が主体である。ネットワーク会議は市と市民

の協働で実施する場合、立ち上げは市が主体となるが事業実施はネットワーク会議が主体と

なる。ネットワーク会議が始動した場合、リーダーは誰になるのか。 

 

男女共同参画の賛同団体はどのような活動をしているのか。 

 

市への活動報告は今のところないが、各団体で男女共同参画の啓発を努めていると思わ

れる。 
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●審議事項（3）第2回四国中央市男女共同参画審議会について事務局より説明 

  

続いて審議事項について事務局から説明後審議を行った。 

 

企業情報収集について、どのような情報か知りたい。 

 

放課後児童健全育成事業の内容について知りたい。 
  

病児保育について、内容と活動場所について知りたい。 

 

ファミリー・サポート・センター事業について、具体事例を知りたい。また援助会員の年齢、

資格についても知りたい。 

 

地域子育て支援拠点事業の内容を知りたい。 

 

ＮＰＯ法人等と連携した啓発活動について、市内にどのような団体があり活動しているのか

知りたい。 

 

子ども若者総合センターの業務内容について聞きたい。 

 

防災対策事業について聞きたい。 

 

ご意見をいただいた事業の中から担当課と協議の上、概ね3事業程度のヒアリングを行える

ようにしたい。 

 

●フリートーキング 

 

今年度県ではひめボスグランプリのエントリーを募集している。周知をお願いしたい。 

以上で、平成29年度第1回四国中央市男女共同参画審議会を閉会する。 

 


